
｢小樽市ふるさとまちづくり協働事業｣ 事業報告書 

  

団  体  名 小樽 Jazz実行委員会 

事  業  名 小樽 Jazz2023 

実施期間  令和５年８月１１日～８月１３日 

事業の目的及び

期待する効果 

道内にはかなりの数のジャズファンがいる。世界のジャズフェスティバルがそう

である様に、ジャズは水辺が良く似合う。そんな方々を港町小樽にいざない真

夏のひとときをゆっくりジャズを味わって頂き、小樽の良さを再認識してもらい、

また、観光客にもジャズが流れる港町小樽を満喫してもらいたい。 

実 施 額 

 

事業費 

 

 

1,661,500 円 

 

 

助成額 

 

 

300,000円 

 

事業内容  

 

 8/11、12、13 の３日間で３３人、１８組のプロ、アマチュアが出演し、大変な盛

り上がりとなりました。 

 今回、小樽運河１００年ということで、浅草橋街園でのステージとなり、初日は

市内の老若男女３２名、特別ゲスト１名の演歌の競演となり、大変喜ばれまし

た。 

 浅草橋で開催したことで、外国からのお客様もあり、「小樽っていい街だね」と

喜んでおりました。 

 



◎事業の日程について                                            

月日     内容 想定事業効果 

（参加人数等） 

事業効果 

（実績） 

８月１１日 ３２名、ゲスト１名 演歌の共演 400名 480名 

８月１２日 ９組のアーティストによる演奏 500名 500名 

８月１３日 ９組のアーティストによる演奏 500名 500名 

    

 

◎事業評価について                               

１．事業の目的の達成度 

３２名のアマチュアの歌い手と１名のプロ歌手による共演、１８組のプロ、アマのジャズアーティス

トの歌声や演奏が運河に流れて行き、お客さんにとても喜んでいただけました。 

２．参加した方々や、周辺の方々の満足度 

 特に参加した老若男女の歌い手の皆さんは大変喜ばれ、その歌い手の応援団の方々も盛り上が

っていました。 

 ジャズの方も、観光客に小樽の良さを実感してもらいました。 

３．今後の事業について 

 来年は２日間、演歌のステージを市民に開放し、多くの人に参加して頂ける内容にしたい。 

第３号埠頭完成まで浅草橋での開催とし、小樽と運河と音楽、その相乗効果でますます魅力が発

揮されますので、新たに小樽音楽祭として事業展開していく予定です。 

 


